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今年の台風等の自然災害による再エネ発電設備の被害について

 ７月の集中豪雨、台風等により、九州各地を中心に再エネ発電設備の設備被害が発生。公衆
への二次被害の可能性がある箇所や比較的被害規模が大きい箇所について産業保安監督部に
よる立入検査を実施。事業者に対し、二次被害の防止や原因究明等を指示したところ。

– 風力発電設備：2件（2019年度 台風等の自然災害による被害件数 3件)

– 太陽電池発電設備：12件（2019年度 台風等の自然災害による被害件数 42件)

 水平展開すべき事故である風力発電設備の事故２件について、御審議いただく。

福岡県内
7月豪雨 ２件 浸水・土砂崩落

佐賀県内
台風10号 ２件 強風による損壊

長崎県内
台風 9号 １件 強風による損壊
台風10号 ２件 強風による損壊

鹿児島県内
7月豪雨 １件 土砂崩落
台風10号 １件 強風による損壊

熊本県内
7月豪雨 ２件 浸水

愛知県内
７月豪雨 １件 土砂崩落
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長崎県内 台風9号、10号 １件
台風の強風によるブレード折損

鹿児島県内 台風10号 １件
落雷及び強風によるブレード損壊

＜本年発生した再エネ発電設備の事故概要＞ ■風力発電設備、■太陽電池発電設備


